先日 はどう も 失礼。 久しぶり でお 目に かかった し、 

元気に 働いて いらっしゃる 御 様子だった ので、 私 もた 

いへんい い 心 持でした。 

ところで、 あなた は 大きい 宿題 をの こして いらつ 

しゃい ましたね。 永年 職業婦人 としての 経験 を かさね 

て 来て いる あなたが、 とくに、 職業と いうので はなく、 

と 念 を 入れて、 一般に 女の ひとが もっと 自分の 生活 感 

情のより どころ として 何 か 真に 打ち こめる 仕事 を 持つ 

ようにす すめたい と 強調され たこと が、 あの 折に も 私 

の 心に 深い 印象と しての こりました。 

まったく 全： K: として 女の 日暮 しの 姿 を 落 付いて、 こ 



まかに 眺めれば、 そこに は 人生の 浪費と も心づ かれて 

いないよ うな 惰性のう ちに、 貴い 生活力と 歳月との 消 

耗 がくり かえされ ています。 娘から 妻へ、 妻から 母へ 

と、 女の 生涯 は 綿々 としてう つりす すみつつ あるの だ 

が、 自分と いう 一人の 女の 生き かたに ある 見通し を 立 

てて、 一応 はあり ふれた ような 生活の 道 をも迪 つてい 

ると いう 女の ひとは、 本当に この おびただしい 女の 中 

で 何人い る， J とでしょう。 

ひとりで いる 時の 気持が、 たっぷりと 豊富で なけれ 

ば、 自分の 周囲に 生活の 暖 さや、 鼓舞 や 希望 を 与え 得 

る ものではありません。 自分が 生き、 ひと を 生かす た 



のにして しまって いると 思います。 ポ— ランドの 代表 

的な 婦人 作家 エリ ィ ザ. オル ゼシ ュコの 「寡婦 マルタ」 

という 小説 は、 ョ ー 口 ツバの 文化の 間で も 女の 教養と 

いう ものが 飾りと して、 嫁入 道具と して だけ 与えられ 

ていた 結果、 いざ 本当に それで 食わなければ ならない 

となった ときに、 知っていた はずの フランス語 も ピア 

ノも絵 も、 生活の 役に立たない ことが 証明され て、 悲 

劇的に その 命 を を 終る 美しく 潔白な 女の 一 生 を 描いて 

心 を 打つ もの を もっている。 現在 それで 食わない にし 

ろ 職業と してやって ゆけ る だけの 実力が あると いう こ 

とこ そ、 ある 仕事 を もつ ことで 女に 心と 生活のより ど 



日の 社会の 事情で はたして 楽な ことで しょうか。 私 は 

ァ J の 答え は 決し て 容易 でない と 思います。 こ の 頃 は 日 

本で も 生活に 困らない 教養の ある 若い 女の ひとが いろ 

いろの 仕事に 従事す るよう になって 来ました。 けれど 

も、 その 根柢に おいて は、 真に 女の 生活の 社会的 条件 

が 高ま つたと はいえない 例が 多い。 月給 で 自分が 食べ 

たり、 家庭 を 扶助したり している 女 はと かくうる さい、 

月給なん かなしで も 何 か 仕事 をしたい という 娘が この 

頃 は 相当 沢山い る、 そういう 女で もさが そうじゃない 

か。 そういう 言葉が 平然とい われて いる 状態です。 若 

い 女の ひとの 興味 趣味な ど に 沿うて、 雑誌の 編輯 員 の 



中には、 今日 一 人 や 二人き つと こういう 種類の 若い 女 

の 技術 志願兵、 実は 女の 労働力 • 才能 • 教養 を 社会的 

に ダンピング している 人が いるので す。 

それらの 若い 女の人た ち はもち ろん 微塵の 悪意 もな 

いのです。 これまでの 家庭生活が 若い 女に 加えて いる 

窮屈な 常套を はねのけて、 生活 的に より ひろい 社会と 

の 接触の 中に 生きたい という 欲望から、 また、 仕事 そ 

の ものに 興味が あると いう ことから、 無邪気に この 社 

会の 機構が 思いつか せる 悪計に 利用され て いるので す _ 

職業的と いう 言葉 は、 現在の 社会で は 私たちの 感情 

に 何 か 特別な 響き を 与えます。 反対に、 ああ あのひと 



意味で 若い 時代の 声 を 反映す るよう な 新しい 婦人 作家 

の 誕生と 発育の 困難 性と を 客観的に 比して 見る と、 単 

純に 女の 文化 は 高まりつつ あると いい 切れぬ ものが あ 

る。 今日の 現実 生活のう ちで、 仕事と 職業と を 切り は 

なして 考える ひとの 事情と いう もの は、 多く 何 かの 意 

味で 特殊な ものです。 その 特殊な 環境の 作用から ある 

意味での 貴族 主義、 ひろい 目から 見る と ある 意味での 

独善に 傾く 危険が なく は 無い。 大多数の 女の ひとの 今 

日の 生活 は 逼迫の 度 を 加えられ ている こと は 実に 明ら 

かなので すから。 サラリ ー マンの 妻と しての 暮 しにお 

いても、 サ ラリ— • ゥー マンと しての 暮 しにお いても- 
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